
2018 年 10 月 4 日（木曜日）     国労九州           復第 8９号 

みんなで討論・職場の問題を改善しよう！ 
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復第 89 号 

 

・組織拡大に

全力をあげ

よう！  

 

・大胆に国労

加入を訴え

よう！ 
 

・各機関で対

策会議を開

催しよう！ 

 

・組織拡大の

統一行動を

展 開 し よ

う！ 

 

９
月
２
６
日
Ｔ
Ｋ
Ｐ
博
多
駅
筑

紫
口
Ｂ
Ｃ
に
お
い
て
国
労
九
州
本

部
主
催
Ｊ
Ｒ
採
用
者
学
習
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
に
九
州

本
部
か
ら
、
「今
年
は
二
人
の
Ｊ
Ｒ

採
用
者

の
加
入
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
組
織
拡
大

・
労
働
条

件
改
善
を
勝
ち
取
る
為
に
は
学
習

し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
本
部
青
年
部
か
ら

は
、
大
北
副
青
年
部
長
が
全
国
の

情
勢
と
今
後
も
青
年
部
主
催
学
習

会
を
開
催
し
て
い
く
と
報
告
を
受

け
学
習
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 学

習
会
は
２
部
構
成
で
行
い
、

１
部
は
元
長
崎
地
区
本
部
委
員
長

敷
根
春
美
氏
よ
り
賃
金
と
は
何

か
？

（働
く
者
の
賃
金
論
）
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
、
資
本
家
（会

社
側
）
の
賃
金
論
と
労
働
者
の 

 

 

 

賃
金
論
の
違
い
、
資
本
家
と
労
働

者
と
の
関
係
等
の
説
明
が
あ
り
、

働
く
者
の
賃
金
論
を
学
び
、
理
論

を
理
解
し
仲
間
と
団
結
し
て
賃

金
闘
争
を
闘
う
事
が
重
要
で
あ

る
と
話
が
あ
り
、
賃
金
は
会
社
の

利
益
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
は

な
く
、
労
働
力
の
対
価
と
し
て
払

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
再
認
識

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
国
労
本
部
の
Ｊ
Ｒ

労
働
者
賃
金
実
態
調
査
を
も
と

に
、
各
Ｊ
Ｒ
の
賃
金
格
差
問
題
や

厚
生
労
働
省
発
表
の
実
質
賃
金

指
数

・
名
目
賃
金
指
数

・
法
人
企

業
利
益
余
剰
金(

内
部
留
保)

の
推

移
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働

者
の
推
移
を
参
考
に
し
て
、
企
業

が
利
益
を
上
げ
な
が
ら
、
株
主

へ

の
配
当
を
優
先
す
る
が
労
働
者

へ
の
賃
上
げ
・
正
規
雇
用
に
は
消

極
的
な
現
状
の
問
題
点
に
つ
い

て
問
題
提
起
が
あ
り
、
今
こ
そ
労

働
者
側
が
学
習
し
、
団
結
し
て
問

題
解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
Ｊ
Ｒ
採
用
者
も
国
労
組
合

員
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
行

く
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
義
に

な
り
ま
し
た
。 

 

２
部
は
元
博
多
地
区
本
部
執

行
委
員
長
で
元
国
労
闘
争
団
全

国
連
絡
会
議
議
長
神
宮
義
秋
氏

よ
り
国
鉄
分
割
民
営
化
と
は
何

だ

っ
た
の
か
？
に
つ
い
て
講
義

を
う
け
ま
し
た
。 

国
鉄
分
割
民
営
化
前

に
政

府

・
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

「国
労
悪

玉
論
」
に
向
け
た
印
象
操
作
の
あ

ら
ゆ
る
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
最

近
安
倍
首
相
が
野
党
の
追
及
に

印
象
操
作
で
あ
る
と
抗
議
し
た

が
、
当
時
の
政
府
自
民
党
は
国
労

を
弱
体
化
す
れ
ば
、
当
時
最
大
野

党
社
会
党
の
有
力
支
持
団
体
総

評
を
弱
体
化
出
来
る
と
し
て
、
印

象
操
作
を
行
い
、
国
労
悪
玉
論
の

も
と
分
割
民
営
化
を
行
い
、
国
労

を
脱
退
し
な
け
れ
ば
新
会
社
に

採
用
さ
れ
な
い
と
国
労
脱
退
攻

撃
が
な
さ
れ
、
多
く
の
組
合
員
が

脱
退
し
て
い
っ
た
。
の
ち
に
当
時

の
中
曽
根
首
相
は

「総
評
解
体

・

国
労
弱
体
化
が
狙
い
だ
っ
た
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
の
様
に

政
府
も
目
的
達
成
の
為
に
は
マ

ス
コ
ミ
を
使
い
印
象
操
作
を
行

う
。
問
題
の
本
質
を
見
抜
く
た
め

に
、
社
会
情
勢
に
も
目
を
向
け
、

常
に
学
ぶ
事
が
必
要
で
あ
る
と 

講
義
が
あ
り
学
習
す
る
需
要
性
を

再
認
識
す
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

次
回
開
催
時
は
誰
で
も
参
加
出

来
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 


